
 

 

第１号議案 

令和７年度決算報告（案）

に関する件 

  



 

令和７年度事業報告（案） 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

公益社団法人 東京都介護福祉士会 

 

設立年月日 

平成２６年１月１５日（任意団体設立：平成６年１０月１５日） 

会員の状況（令和８年 3月 31日現在）  

種類  当期末  前期末比増減  

正会員  1,012名 -41名 

賛助会員  9 名 -2名 

 

 

主たる事務所の状況 

事務所：東京都江東区猿江１丁目３番７号 パーク・ノヴァ猿江恩賜公園１０２ 

 

職員に関する事項（令和８年 3月 31日現在）  

職員数 前年末比増減  

2 名 0名  

 

   法人の運営体制の充実を図るための取組   

ガバナンス体制の充実を図るために実施した自主的な取組みは以下のとおりである。 

(1) 外部団体からの推薦による理事（外部理事）を招聘し、研修企画等の情報をメール等により適宜共

有した。理事会では外部からの視点による意見を求め、会の活動の参考とした。 

(2) 正会員以外の監事（外部監事）を招聘し、研修企画等の情報をメール等により適宜提供した。理事

会には監事は必ず出席することとし、内部監査においては正会員から選出された監事と協働するこ

とにより詳細な点検を依頼した。 

(3) 外部の弁護士を顧問弁護士として招き、専門的な見地からの助言と指導を得て規程等の見直しをし

た。 

 

「公益社団法人東京都介護福祉士会定款」第４条に定める次の事業 

(1) 介護福祉士の知識及び技術向上のための研修及び育成事業 

(2) 介護の実態及び技術等の介護福祉に関する調査研究に関する事業 

(3) 介護人材養成研修及び現任研修事業 

(4) 介護従事者等に対する介護相談及び情報提供等の介護福祉の普及啓発事業 

(5) 介護福祉を通じて、東京都民の社会福祉の増進や権利擁護に資する事業 

(6) 公益社団法人日本介護福祉士会との連絡調整及びその事業への協力に関する事業 

(7) 福祉サービス第三者評価事業 

(8) その他公益目的を達成するために必要な事業 

を行うため、以下の事業を実施した。 

 



(1) 介護福祉士の知識及び技術向上のための研修及び育成事業   

 

    (ア)介護福祉士基本研修（６時間×４日間、計２４時間を年１回） 

公益社団法人日本介護福祉士会が介護福祉士の生涯研修体系の中に位置付けている基本研修を、

「介護過程の展開」を中心とした内容で、介護福祉士資格取得後２年未満の初任者を対象として実施

した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

5月 24日(土) 

 

・生涯研修制度における基本研修の位置づけ 

・介護過程を展開する前提として 

①求められる介護福祉士像 

②生活支援としての介護の視点 

③自立支援の考え方 

④介護福祉士に求められる知識と技術 

東京都介護福祉

士会事務所 

５名 

 

6月 1日(日) 

・介護過程の基礎的理解 

①介護過程の意義と目的 

②介護過程の具体的な展開 

③介護過程とチームアプローチ 

東京都介護福祉

士会事務所 

6月 14日(土) 

・介護過程の展開の実際 

事例１「障害者支援施設で生活するＡさんの事例」 

事例３「自宅で生活するＥさんの事例」 

東京都介護福祉

士会事務所 

6月 29日(日) 

・介護過程の展開の実際 

事例３「自宅で生活するＥさんの事例」 

事例２「介護老人保健施設で生活するＣさんの事例」 

・研修のまとめ 

東京都介護福祉

士会事務所 

 

 

     （イ）ファーストステップ研修計２３２時間（通学１１６時間１５日間、課題学習１１６時間、年１回） 

公益社団法人日本介護福祉士会として取り組むべき研修の位置付けで行うものであり、小規模チー

ムのリーダーや初任者等の指導係を任用することが期待できるレベルの、視点や技術を有する職員を

養成することを目的として実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

6月 11日(水) 
利用者の全人性、尊厳の実践的理解と展開 

東京都介護福祉士会事務

所 

5名 

6月 22日(日) 
コミュニケーション技術の応用的な展開① 

東京都介護福祉士会事務

所 

6月 30日(月) 介護職の倫理の実践的理解と展開 東京都介護福祉士会事務

所 

8月 17日(日) 
コミュニケーション技術の応用的な展開② 

東京都介護福祉士会事務

所 

9月 1日(月) 
ケア現場での気づきと助言① 

東京都介護福祉士会事務

所 

9月 23日(火) 
ケア現場での気づきと助言② 

東京都介護福祉士会事務

所 

10月 18日(土) 
家族や地域の支援力の活用と強化 

東京都介護福祉士会事務

所 

11月 3日(月) 
職種間連携の実践的展開 

東京都介護福祉士会事務

所 



12月 19日(金) 
チームのまとめ役としてのリーダーシップ 

東京都介護福祉士会事務

所 

令和 8年 

1月 11日(日) 
セーフティマネジメント 

東京都介護福祉士会事務

所 

令和 8年 

1月 27日(火) 
問題解決のための思考法 

東京都介護福祉士会事務

所 

令和 8年 

2月 8日(日) 
観察・記録の的確性とチームケアへの展開 

東京都介護福祉士会事務

所 

令和 8年 

2月 20日(金) 
介護職の健康・ストレスの管理 

東京都介護福祉士会事務

所 

令和 8年 

3月 8日(日) 
自職場の分析 

東京都介護福祉士会事務

所 

令和 8年 

3月 26日(木) 
総合評価 

東京都介護福祉士会事務

所 

 

 

      (ウ)認定介護福祉士養成研修 計１２７時間（通学８２時間、１１日間、課題学習４５時間、年１回） 

介護福祉士には、利用者ニーズの多様化や高度化に対応する質の高い介護実践、介護職の指導・教

育、医療職等との連携強化など、幅広い役割が求められてきている。また、利用者の増加に伴い、介

護職としての能力や知識に幅のあるメンバーをチームリーダーとしてとりまとめ、サービスの質の向

上のために人材育成に取り組むことが重要である。さらに、地域包括ケアの推進には、利用者に寄り

添う専門職として、より広い視野をもった介護福祉士が必要になり、資質向上の責務が課せられてい

ることからも、今後はさらに介護福祉士のキャリアパスが重要になってくると考えられる。そのた

め、介護福祉士を取得後も継続的な教育機会を提供し、資質の向上、社会的な要請に応えていくこと

を目的として、認定介護福祉士養成研修を実施した。今年度は、Ⅰ類の 7領域 13科目中の 3領域 6科

目の開講となった。 

   

日時 内容等 会場 参加者数 

5月 24日(土) 認知症のある人への生活支援・連携 北とぴあ 19名 

5月 25日(日) 認知症のある人への生活支援・連携 北とぴあ 19名 

10月 30日(木) 
福祉用具と住環境①（住環境） 

道灌山学園保育福祉専

門学校 
17名 

10月 31日(金) 
福祉用具と住環境②（住環境） 

道灌山学園保育福祉専

門学校 
15名 

11月 29日(土) 福祉用具と住環境①（福祉用具） 日本福祉教育専門学校 15名 

11月 30日(月) 福祉用具と住環境②（福祉用具） 日本福祉教育専門学校 15名 

 
 合計延べ人数 100名 

 

 

     (エ)実務者研修教員講習会 

３年以上の実務経験を有する者が介護福祉士国家試験を受験するために受講が必須となる実務者研

修（４５０時間）の円滑な実施に資するため、その教員養成を目的とした講習会であるが、実施しな

かった。 

 

      (オ)介護福祉士実習指導者講習会 計２５時間（講義９時間、演習１６時間、４日間、年２回） 

厚生労働省が定める養成カリキュラムの中の実習は実習指導者資格が必須となっているため、介護

福祉士養成カリキュラムの「介護実習」を指導する社会福祉施設等の実習指導者を対象に、必要な専

門的知識及び教育方法の習得、資格要件を付与すること等を目的として本研修を 2クール実施した。 



 

日時 内容等 会場 参加者数 

8月 20日(水) 

 

9月 7日(日) 

 

9月 20日(土) 

 

9月 28日(日) 

・介護の基本(2H) 

・実習指導の理論と実際(4.5H) 

・介護過程の理論と指導方法(6H) 

・スーパービジョンの意義と活用及び実習生の

理解(7H) 

・実習指導の方法と展開(3H) 

・実習指導における課題への対応(1.5H) 

・実習指導者に対する期待(1H) 

北とぴあ 24名 

12月 7日(日) 

 

12月20日(土) 

令和 8年 

1月 11日(日) 

令和 8年 

1月 25日(日) 

 

 

・介護の基本(2H) 

・実習指導の理論と実際(4.5H) 

・介護過程の理論と指導方法(6H) 

・スーパービジョンの意義と活用及び実習生の

理解(7H) 

・実習指導の方法と展開(3H) 

・実習指導における課題への対応(1.5H) 

・実習指導者に対する期待(1H) 

道灌山学園保育福祉専

門学校 
8名 

 

 

      (カ)サービス提供責任者研修  

介護保険の訪問介護サービスにおけるサービス提供責任者の役割は非常に重要である。在宅での介

護の需要が増える中、適切に役割を果たせるサービス提供責任者を養成する研修であるが、実施せ

ず。 

 

 

      (キ)多職種連携研修会 

介護福祉士と他職種との連携は重要な課題である。医療職やリハビリ職等他の職種の役割を理解し

ながら、地域ケア会議やサービス担当者会議等において適切に情報の発信や発言ができる人材の育成

を目的として本研修を実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

11月 22日(土) 
介護職員のための医療知識 

～高齢者に起こる異常とその対応～ 
日本福祉教育専門学校  5名 

 

 

(2) 介護の実態及び技術等の介護福祉に関する調査研究に関する事業 

 

(ア) 調査・研究事業  

    会員の声を聞き、現場における介護福祉士の現状を把握することを目的に、オンラインで定期的にア

ンケートを実施する計画になっていた。今年度は 7～9月に「会の活動に参加した経験や感想、会に対し

て思うこと」をテーマに実施したが、回答者は 0であった。次年度は、会員の関心を引くテーマや効果

的な広報の方法を検討する必要がある。 

 

 



(3) 介護人材養成研修及び現任研修事業  

 

      (ア)一般研修（１回３～６時間（Zoom は１．５時間）、 １８日間、年１６回） 

介護職のスキルアップを目的として、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等の施設サービスや

訪問介護、デイサービス等の在宅サービスに従事する者を対象に、「虐待防止研修」、「介護福祉分

野における利用者などからのハラスメント防止研修」、「認知症予防に取り入れようレクリエーショ

ンと毎日行うアクティビティ」の無料研修をオンライン（YouTube）で企画し、実施した。 

 

日時 内容等 参加者数 

令和 8年 

2月 10日（月） 

～ 

3月 15日（土） 

虐待防止研修 29名 

ハラスメント防止研修 28名 

レクリエーションと毎日行うアクティビティ研修 21名 

 

 

      (イ)全国一斉模擬試験 

介護の専門職を育成することを目的とし、介護福祉士国家試験受験のための養成講座として、受験

予定者を対象に模擬試験及び受験対策講座を実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

11 月 16日(日) 
令和 7年度介護福祉士国家試験 

全国一斉模擬試験（筆記） 

東京 YMCA医療

福祉専門学校 
9名 

 

 

      （ウ）潜在有資格者（介護福祉士等）研修事業  

東京都から「潜在有資格者研修委託事業」を受託した。研修目的は、介護福祉士の資格等を取得し

ているが、福祉事業所で就労していない潜在的な有資格者（介護福祉士等）を対象に、福祉現場に復

帰するに当たり必要なスキルを身につける、リスキリングのための研修を行った。 

 

①オンデマンド研修  1日 3時間 3日間 合計 9時間（総論 3時間、制度論・連携 3時間、支援 

論・個別ケア 3時間） 

 

オンデマンド講座参加者数内訳 

期間 申込者数 修了者 

9月 20日～9月 30日 1名 0名 

10月 1日～10月 31日 3名 0名 

11月 1日～11月 30日 8名 2名 

12月 1日～12月 31日 13名 0名 

令和 8年 1月 1日～1月 31日 14名 6名 

令和 8年 2月 1日～2月 28日 2名 10名 

合 計 41名 18名 

 

 

②対面実技研修 1日 6時間 2日間 合計 12時間（1日目コミュニケーション・移乗・移動の介 

護、食事の介護、更衣・整容の介護、2日目排泄の介護、入浴の介護、外出中の介護、在宅・施 

設サービス）  

 

 



実施日 会場 申込者数 修了者数 

1クール 

10月 26日(日)、11月 1日（土） 
道灌山学園保育福祉専門学校 1名 1名 

2クール 

11月 29日（土）、11月 30日

（日） 

東京 YMCA医療福祉専門学校 4名 2名 

3クール 

12月 13日（土）、12月 14日

（日） 

道灌山学園保育福祉専門学校 6名 4名 

4クール 

令和 8年 1月 17 日（土）、1月 18

（日） 

東京 YMCA医療福祉専門学校 9名 6名 

5クール 

令和 8年 2月 8日（日）、2月 14

（土） 

道灌山学園保育福祉専門学校 11名 7名 

       合 計  31名 20名 

 

 

(4) 介護従事者等に対する介護相談及び情報提供等の介護福祉の普及啓発事業 

 

       (ア)ニュース発行（Web版年 4回）  

会の活動である研修、イベント、地域ブロック活動の周知と活動報告の情報提供等、会員に発信

し、会員の自己研鑽やスキルアップを図った。また会の活動をホームページや Facebookを利用し広く

発信し、都民への情報提供や介護従事者の入会の促進を行った。 

 

№152 令和 7年 8月 25日発行 

№153 未発行（令和 8年 4月 30日発行予定） 

№154 未発行（令和 8年 8月 16日発行予定） 

 

 

       (イ)講師派遣   

他団体からの依頼に応じて、職場内研修や家族介護者への介護指導など介護福祉に関する研修に対

し、会員を講師として派遣した。同時に、現任職員を対象とした講師養成研修を実施し、会員のスキ

ルアップと知識や技術を伝えられる人材の育成を図った。 

 

日時 担当 派遣先 内容等 研修方法 

8月 24日（日） 

9月 20日（土） 

10月 26日（日） 

11月 30日（日） 

12月 21日（日） 

令和 8年 

1月 25日（日） 

2月 15日（日） 

3月 8日（日） 

理事 

正会員 

賛助会員 

栃木県介護福祉士会 
ファーストステップ

研修 
対面 

10月 22日(水) 

10月 27日(月) 

11月 17日(月) 

理事 

正会員 

国立市社会福祉協議会 

 

介護職員初任者研修 

 
対面 



11月 18日(火) 

12月 17日(水) 

12月 22日(月) 

12月 24日(水) 

 

9月 25日(木) 
理事 

小金井市福祉保健部介護福

祉課包括支援係  

小金井市介護事業者

連絡会現任研修 

ＢＣＰに関する研修 

対面 

オンライン 

 

9月 25日(木) 
理事 

学校法人西田学園 

アルファ医療福祉専門学校 

＋αのまなびの日

2025 セミナー  

災害時の「福祉・介

護」について考えな

がら防災ボトルをつ

くる 

対面 

     

 

また、地域ブロック（地域介護福祉士会の会・地区ブロック）へ直接の講師依頼があり、それぞれ

依頼を受けた地域ブロックから講師を派遣した。 

 

日時 担当 内容等 

5月 25日(日) 町田市介護福祉士会 町田市介護人材開発センター主催 介護講習会 

9月 27日(土) 町田市介護福祉士会 町田市介護人材開発センター主催 介護講習会 

11月 23日(日) 町田市介護福祉士会 町田市介護人材開発センター主催 介護講習会 

12月 6日(土) 町田市介護福祉士会 
町田市介護人材開発センター主催  

介護福祉士国家試験受験対策講座（筆記編） 

 

 

       (ウ)国際協力活動 

国際事業部は、日本で就労する外国人介護職の支援、留学生（介護福祉士養成施設）に対する支

援、その他介護福祉士の国際協力に関する事項等について検討、支援を行うものである。その為に、

研修・交流会・国際協力セミナー等を実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

5月 27日(火) 外国人介護職員のキャリアパスを考える 

技能実習⇒特定技能⇒介護福祉士⇒技能実習指導員 

オンライン    11名 

7月 13日(日) 「かいごパスポート Tokyo（KaiTo）」事業によるイ

ンドネシア訪問報告会 

国 際 文 献 社 

パブリッシン

グセンター＆

オンライン 

   22名 

（会場 5

名、オンラ

イン 17

名） 

7月 19日(土) 介護の仕事・学習をしている外国人（外国出身）の

みなさんとの学習会＆交流会 

東京ＹＭＣＡ

医療福祉専門

学校 

13名 

7月 31日(木) 介護技能実習評価試験の正しい理解と対応 ～技能実

習生とともに合格を目指す～ 

オンライン    24名 

9月 26月(金) 国際事業委員会×ＤＸ推進委員会 コラボ企画 

「介護ＤＸについて職場の状況を語ろう」日本人介

護職員、外国人介護職員にとっても便利！？ 

オンライン    17名 

12月 3月(水) ともに育む介護の未来 ― 日本とベトナムの学びあ

いから 

オンライン    11名 



令和 8年 

1月 30日(金) 

国際事業委員会×訪問介護部会 コラボ企画 

「外国人介護人材の訪問介護分野での活用への課題

と対策」 

オンライン    28名 

令和 8年 

2月 26日(木) 

介護福祉士養成校卒業生（留学生・日本人学生）Ｏ

ＧＭのつどい 

東京ＹＭＣＡ

医療福祉専門

学校 

   77名 

令和 8年 

3月 24日(火) 

介護福祉士であり、日本語教師である私たちが考え

る 外国人介護職員とともに育む「介護の日本語」 

オンライン    57名 

  

介護のこと何でも話そう（在日外国人介護職員のおしゃべり場）：C T R（Care Talk Room） 

日時 内容等 会場 参加者数 

4月 19日(土) フリートーク オンライン 4名 

5月 17日(土) 私の認知症ケアのコツは オンライン  8名 

6月 21日(土) 私のトイレ介助のコツは オンライン  3名 

7月 19日(土) 私の食事介助のコツは オンライン  4名 

8月 16日(土) 私の環境整備のコツは オンライン  7名 

9月 20日(土) 私の記録のコツは オンライン  8名 

10月 18日(土) フリートーク オンライン  10名 

12月 18日(木) 腰痛予防について オンライン     7名 

令和 8年 

1月 14日(水) 

移動・移乗について オンライン     10名 

令和 8年 

2月 12月(木) 

見守りケアについて オンライン     9名 

令和 8年 

3月 19月(木) 

環境整備について オンライン     16名 

   

 

(5) 介護福祉を通じて、東京都民の社会福祉の増進や権利擁護に資する事業 

 

     （ア）介護の日啓発活動等  

広く都民に「福祉の仕事の魅力、やりがい」をアピールすることにより、福祉・介護人材の増加、

福祉・介護従事者の社会的評価の向上を図るために、11月 11日の介護の日にちなんだ活動として、地

域の方を対象とした介護相談会を実施した。また、地域にある介護事業所及び施設を訪問し、当会の

事業案内を配布した。 

 

日時 内容等 場所 参加者 

11月 10日（月）～ 

11月 16日（日） 
介護の日 相談会 

東京都介護福祉士会 事

務所 
22名 

11月 15日（土） 「防災×介護福祉士×懇親会」第１部 そなエリア東京 36名 

 



また、介護についての意見などを発信していくため、公的機関からの派遣依頼を受け各種委員会に

委員を派遣した。 

 

派遣依頼元 委員会名 

東京都福祉局 高齢者保健福祉施策推進委員会 

東京都福祉局 介護現場革新会議 

東京都福祉局 介護保険制度における人事給与制度の在り方検討会  

東京都福祉局 介護保険審査会 

東京都福祉局 東京都福祉人材確保対策運営協議会および専門部会 

東京都総務局 東京都防災会議 

東京都福祉保健財団 外国人介護従事者受入れ環境整備検討委員会 

東京都社会福祉協議会 東京都災害福祉広域支援ネットワーク推進委員会 

東京都社会福祉協議会 介護福祉士等修学資金運営委員会 

東京都医師会 地域包括ケア委員会 

東京都医師会 多職種連携委員会 

東京都医師会 医療介護等人材検討委員会 

都内各区市町村 介護認定審査会、障害支援区分に係る市町村審査会 

 

    さらに、各種の外部イベントに協力した。 

 

日時 派遣先 内容等 

11月 13日(木) 町田市介護人材開発センター アクティブ福祉 in町田 

 

 

      (イ)地域ブロック活動    

介護福祉士として、専門的技能を研鑽し、専門職相互の連携を図り、地域福祉の増進と後継者育成

に努めることを目的に、各区市町村又は地区において会員のみならず関係機関や介護に興味をもつ方

たちの交流を深め、職域を超えた支え合いや地域特性を生かした活動を行った。 

 

日時 ブロック名 内容等 会場 
参加者

数 

4月 7日(月) 地域ブロック支援

委員会 

定例会議：2025年度の勉強会・

情報交換会の企画検討 

オンライン 4名 

4月 18日（金） 町田市介護福祉士

会 

町田市介護人材開発センターか

ら、東京都介護福祉士会から、

学習会について、情報交換 

町田市民フォーラム 

第二学習室 

4名 

5月 16日（金） 町田市介護福祉士

会 

東京都介護福祉士会から、学習

会について、市民向け講習会に

ついて、情報交換 

町田市民フォーラム 

第二学習室 

5名 

6月 20日（金） 町田市介護福祉士

会 

学習会「感染症対策について」 町田市民フォーラム 

第二学習室 

5名 

6月 23日(月) 地域ブロック支援

委員会 

定例会議：養成校学生向け企画

検討等 

オンライン 4名 

7月 11日（金） 町田市介護福祉士

会 

学習会について、情報交換 町田市文学館ことば

らんど 第一会議室 

5名 



7月 18日（金） 町田市介護福祉士

会 

地域推進会議に参加 町田市健康福祉会館 5名 

7月 28日(月) 地域ブロック支援

委員会 

定例会議：9月養成校学生向け

企画検討,10月情報交換会企画

等 

オンライン 4名 

8月 15日（金） 町田市介護福祉士

会 

学習会：BCPとは 町田市民フォーラム 

第二学習室 

7名 

8月 25日(月) 地域ブロック支援

委員会 

定例会議：9月養成校学生向け

企画検討等 

オンライン 4名 

9月 19日（金） 町田市介護福祉士

会 

市民向け講習会について、介護

福祉士国家試験対策講座につい

て、アクティブ福祉 IN町田に

ついて、情報交換 

町田市民フォーラム 

第二学習室 

4名 

9月 29日(月) 地域ブロック支援

委員会 

養成校向け企画 

「職能団体で活動する意義」 

「学生が職能団体に求めるこ

と」 

東京 YMCA医療福祉専

門学校 

60名 

10月 17日

（金） 

町田市介護福祉士

会 

市民向け講習会について、介護

福祉士国家試験対策講座につい

て、アクティブ福祉 IN町田に

ついて、東京都介護福祉士会か

ら、世話人の交代について、情

報交換 

町田市民フォーラム 

和室 

4名 

10月 31日(金) 地域ブロック支援

委員会 

地域ブロック・オンライン勉強

会 

オンライン 4名 

11月 21日

（金） 

町田市介護福祉士

会 

市民向け講習会について、介護

福祉士国家試験対策講座につい

て、アクティブ福祉 IN町田の

振り返り、情報交換 

町田市文学館ことば

らんど 第一会議室 

5名 

11月 28日(金) 地域ブロック支援

委員会 

定例会議：12月学生向け企画検

討等 

オンライン 4名 

12月 14日(日) 地域ブロック支援

委員会 

地域ブロック・オンライン相談

会（学生向け） 

オンライン 6名 

令和 8年 

1月 16日（金） 

町田市介護福祉士

会 

学習会 

町田市介護福祉士会×まちけあ

コラボ 

「ピープルマネジメント研修～

介護リーダーのための人材マネ

ジメント」 

町田市民フォーラム 

第二学習室 

13名 

令和 8年 

2月 2日(月) 

地域ブロック支援

委員会 

定例会議：2025年度の振り返

り, 2026年度事業計画の検討等 

オンライン 4名 

令和 8年 

2月 20日(金) 

町田市介護福祉士

会 

次年度の事業計画、情報交換 町田市民フォーラム 

第二学習室 

4名 

令和 8年 

3月 3日(火) 

地域ブロック支援

委員会 

情報交換会・懇親会 武蔵野市内 4名 

令和 8年 

3月 20日(金) 

町田市介護福祉士

会 

次年度の事業計画、情報交換 町田市民フォーラム 

第二学習室 

3名 

 

  



      (ウ)職域・属性ごとの活動 

 

  ① 訪問部会   

   訪問介護および居宅介護サービスは、利用者の在宅生活の維持や国が推進する地域共生社会の実現にお

いて重要な役割を担っている。また、利用者の生活状況の多様化や介護人材の変化に伴い、サービスの充

実および質の向上が課題となっている。 

訪問部会では、訪問介護現場における課題として、人材不足や外国人介護人材に関する現状把握と情報

共有を中心に取り組みを実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

8月 1日(金) 情報交換会 

訪問介護人材不足の現状把握 

日本福祉教育専門学校 2名 

11月 14日(金) 情報交換会 

外国人介護人材の訪問介護への現状把握 

日本福祉教育専門学校 2名 

令和 8年 

1月 30日(金) 

国際事業委員会×訪問介護部会 コラボ企画 

「外国人介護人材の訪問介護分野での活用

への課題と対策」 

オンライン 28名 

 

 

  ② 障害福祉部会 

   障害福祉サービスに従事する介護福祉士は多い一方で、身体障害、知的障害、精神障害、難病、聴覚障

害、視覚障害など、多様な障害特性や個々の生活実態に応じた支援のあり方については、継続的な検討が

必要である。 

障害福祉部会では、介護現場における支援上の課題や多職種との連携状況について、当事者および支援

者の意見を整理し、情報共有を目的としたチラシを作成した。障害当事者へのインタビューを実施し「な

にゆえ自立」をテーマに、障害当事者にとっての自立の考え方や介護者との関わりについて整理し、会員

への情報提供を行った。介護者自身が支援のあり方を見つめ直す機会となる内容とした。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

9月 8日(月) 「なにゆえ自立」脊髄性筋萎縮の当事者イ

ンタビュー実施 

ご自宅 2名 

9月 29日(月) 「なにゆえ自立」100歳の脳性麻痺の当事者

インタビュー実施 

ご自宅 2名 

 

 

  ③ 子ども部会   

   障害のある子どもへの支援に関わる介護福祉士ならびに子ども支援に関心のある介護福祉士が、相互に

連携し、専門性の向上につながる検討・共有の場を設けることを目的として、「情報交換・交流」「支援

方法に関する研修・研究」「保護者支援に関する研修」の 3つの柱をもとに取り組みを実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

6月 15日(日) 定例会議：2025年度の活動計画ならびに 8

月の研修・情報交換会の企画検討 

オンライン 4名 

8月 31日(日) 情報交換会 

「子どもの介護分野を知ろう」 

オンライン 8名 

9月 27日(土) 定例会議：8月 31日情報交換会の振り返

り・次回の企画検討 

オンライン 4名 



11月 9日(日) 定例会議：1月の企画検討等 オンライン 4名 

1月 18日(日) 定例会議：1月 31日の進行確認等 オンライン 4名 

1月 31日(土) 情報交換会 

「学齢期の障害のある子どもの親が日頃感

じていること、介護職に求めていること」 

オンライン 10名 

2月 22日(日) 定例会議：1月 31日情報交換会の振り返

り・2026年度の事業計画検討 

オンライン 4名 

 

 

  ④ 青年部会  

   次世代を担う会員が集い、新しい取り組みや、勉強会、介護福祉士と多様な主体との連携活動などを通

じて連帯し、介護福祉士会の未来を模索する活動を行う。また、養成校や学生などとの連携活動を通じて、

未来の介護福祉士たちが業界への未来を感じられるための活動を行う。今年度は、前年度に実施した「歩

こう会」の活動地域を都内各地域に拡大するなど、会員や介護福祉士を志す学生、外国人介護職員が集ま

り、気軽に参加できる機会を作った。また、介護の日にちなんだ「防災×介護福祉士×懇親会」にて他県

の青年部で活動されている会員と体験学習や意見交換する場に参加した。 

   

日時 内容等 会場 参加者数 

5月 10日(土) 第 1回「歩こう会」介護施設・事業所訪問 
町田市近隣 10

事業所 
6名 

7月 17日(木) 
13 歳のハローワーク主催 職業人講話 

 

都立つばさ総合

高校（大田区） 

高校生 

28名 

9月 27日（土） 第 2回「歩こう会」介護施設・事業所訪問 
杉並区西荻窪～

荻窪近隣 10事

業所 

2名 

11月 15日（土） 「防災×介護福祉士×懇親会」第 2部 そなエリア東京 36名 

12月 27日（土） 第 3回「歩こう会」介護施設・事業所訪問 
杉並区荻窪～阿

佐ヶ谷近隣 10

事業所 

3名 

その他 
・東京都介護福祉士会 入会案内作成 

・東京都介護福祉士会 PRグッズの作成 

 

 

  ⑤ 壮年部会  

   概ね 50 歳代以上の会員を募り、自身の経験を若手・中堅会員に伝え、世代を超えた会員間交流の機会を

検討することを目的としている。まず今年度は 2回、大まかなテーマを設定して参加者同士が自由に話し合

う場を設けた。次年度以降、参加者からコアメンバーを募り、具体的な活動方針を話し合っていく予定で

ある。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

7月 29日(火) 

テーマ 

「介護福祉士としてのこれまでの経験を振り返

る」 

オンライン 9名 

10月 1日(水) 

テーマ 

「中高年期の介護福祉士の働き方－無理のない働

き方って？－」 

オンライン 2名 

 

 

  



      (エ)介護認定審査会委員の派遣  

東京都の区市町村からの依頼により、医療、保健と並び、福祉に関する学識経験を有する者として

会員を介護認定審査会の審査委員に派遣した。一次判定結果をもとに、認定調査員の調査結果と医師

の意見書に記載された内容に基づき認定を行い、介護福祉士としての専門知識と実務経験に基づいて

意見を述べた。 

推薦者数 25名 

 

 

      (オ)障害支援区分判定審査会委員の派遣  

東京都の区市町村からの依頼により、医療、保健と並び、福祉に関する学識経験を有する者として

会員を障害支援区分判定審査会の審査委員として派遣した。介護福祉士としての専門知識に基づい

て、介護給付に係る障害支援区分に関する審査及び判定、市町村の支給要否決定にあたり意見を述べ

た。 

推薦者数 4名 

 

 

      (カ)外国人介護従事者の受入れ促進に向けた協定 

東京都との外国人介護従事者の受入れ促進に向けた協定により、外国人介護従事者の受入れ促進を

目的として、海外での広報活動や、都内で介護サービスを提供する施設・事業所への働きかけ等の取

組を相互に協力して実施した。 

 

 

(6) 公益社団法人日本介護福祉士会との連絡調整及びその事業への協力に関する事業 

 

     （ア）介護福祉士全国一斉模擬試験の作問及び編集  

公益社団法人日本介護福祉士会からの受託により、介護福祉士国家試験受験予定者を対象とした模

擬試験の作問及び編集を、過去の国家試験の出題傾向や介護福祉に関する制度政策や実践研究等の動

向を踏まえながら行った。また、各都道府県介護福祉士会等の全実施団体の採点業務や、日本介護福

祉士会による模擬試験解説動画の作成に当たっての講師派遣等の協力を行った。 

 

 

     （イ）介護職種の技能実習指導員講習   

     公益社団法人日本介護福祉士会からの受託により、施設等において介護職種の技能実習に携わる技 

能実習指導員を養成するための講習を実施した。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

11月 2日(日) 

１．技能実習指導員の役割 

２．移転すべき技能の理論と指導方法 

３．技能実習指導の方法と展開 

４．技能実習指導における課題への対応 

道灌山学園保育福祉専

門学校 

15名 
会員 7名 

非会員 8 名 

 

      (ウ)外国人介護人材のための介護福祉士国家資格取得支援講座  

    公益社団法人日本介護福祉士会からの受託により、「介護福祉士」をめざす外国人介護人材を対象

に、国家試験に向けた勉強法や出題される日本語の読み解き方、国家試験の科目ごとの学習ポイントを

学び、本試験と同じように模擬試験を体験する講座を実施した。 

   

 



日時 内容等 会場 参加者数 

9月 27日(土) 

・オリエンテーション 

・国試に向けての勉強方法 

・簡易模試 

・国試で使用される日本語 

・簡易模試解説 

・グループワーク 

杜の風・上原

７Ｆ 研修室 
14名 

10月 11日(土) 

・科目「人間の尊厳と自立」の学習ポイント、取り組み

方 

・科目「介護の基本」の学習ポイント、取り組み方 

・科目「社会の理解」の学習ポイント、取り組み方 

・科目「人間関係とコミュニケーション」の学習ポイン

ト、取り組み方 

・科目「コミュニケーション技術」の学習ポイント、取

り組み方 

・科目「生活支援技術」の学習ポイント、取り組み方 

杜の風・上原

７Ｆ 研修室 
14名 

11月 8日(土) 

・科目「こころとからだのしくみ」の学習ポイント、取

り組み方 

・科目「発達と老化のしくみ」の学習ポイント、取り組

み方 

・科目「認知症の理解」の学習ポイント、取り組み方 

・科目「障害の理解」の学習ポイント、取り組み方 

・科目「医療的ケア」の学習ポイント、取り組み方 

・科目「介護過程」の学習ポイント、取り組み方 

・科目「総合問題」の学習ポイント、取り組み方 

杜の風・上原

７Ｆ 研修室 
12名 

11月 29日(土) ・模擬試験 杜の風・上原

７Ｆ 研修室 

12名 

12月 6日(土) ・模擬試験解説 

・グループワーク 

杜の風・上原

７Ｆ 研修室 

12名 

  ※申込者 16名 

 

 

     （エ）パートナー協定  

正会員からの年会費収受等の業務を委託する等、公益社団法人日本介護福祉士会との相互の連携・

協力のために、同会とのパートナー協定の締結を継続した。 

 

 

(7) 福祉サービス第三者評価  

 

      (ア)第三者評価事業 

東京都福祉サービス評価推進機構の認証をうけて都内の事業所に対して第三者評価事業を実施し、

介護サービスの質の向上等に資する取り組みを行った。なお、今年度は評価者養成研修に会員３名を

推薦し、新規の評価者を養成した。主たる所属評価者９名（令和 8年 3月 31日現在）。 

 

日時 施設名 

7月 17日(木)～11月 25日(火) 特別養護老人ホーム 友愛荘 

7月 24日(木)～12月 11日(木) 特別養護老人ホーム 砧ホーム 

8月 6日(水)～12月 26日(金) 障害者支援施設 友愛園 



9月 25日(木)～令和 8年 2月 6日(金) 養護老人ホーム 友愛ホーム 

9月 30日(火)～令和 8年 2月 16日(月) 共同生活援助 旗の台つばさの家 

 

 

(8) その他公益目的を達成するために必要な事業 

 

      (ア)災害対策事業  

本会は、東京都災害福祉広域支援ネットワーク（東京都社会福祉協議会）事務局と連携し、東京都

の大規模災害時において、社会福祉施設、福祉避難所、さらには一般避難所へ福祉専門職を派遣す

る、東京都災害派遣福祉チーム（東京 DWAT）の所属団体となっている。東京 DWAT登録研修会を、会員

への参加を周知した。東京 DWAT登録研修会のフォローアップ研修もあり、同様に会員への参加を周知

した。また、４県合同の DWATの研修が開催され、東京都災害福祉広域支援ネットワーク推進委員が参

加した。登録されている会員と一緒に、定期的に定例会を開催して、会員向けの研修等を検討を行っ

た。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

4月 24日(木) 東京都災害福祉広域支援ネットワーク推

進委員会とＤＷＡＴ研修委員会の委員の

選出、2025年度の計画を検討 

ZOOM 6名 

5月 27日(火) 東京都災害福祉広域支援ネットワーク推

進委員会とＤＷＡＴ研修委員会の開催と

今後の予定について、事例検討会の開催

方法、情報交換 

ZOOM 6名 

6月 27日(金) 東京都災害福祉広域支援ネットワーク研

修委員会からの報告、情報交換 

ZOOM 7名 

7月 23日(水) 東京都災害福祉広域支援ネットワーク推

進委員会からの報告、情報交換 

ZOOM 5名 

9月 11日(木) 情報交換 ZOOM 5名 

11月 25日(火) 東京都災害福祉広域支援ネットワークの動

きについて、情報交換 

ZOOM 4名 

令和 8年 

2月 3日(火) 

東京都災害福祉広域支援ネットワークの動

きについて、BCPの作成方法について 

ZOOM 5名 

 

 

     （イ）ＤＸ推進事業 

高齢化が進む現代社会における介護人材不足の課題を解決し、より質の高いケアを提供するために、

ＤＸ（AI や IoT 等のデジタル技術の活用）に関する情報発信を行う事を目的とし、以下の活動を行っ

た。 

 

日時 内容等 会場 参加者数 

5月 17日（土） 東京都看護協会主催第 23回看護フェ

スタ 

公益社団法人 

東京都看護協会会館 

6名 

 

  



令和７年度附属明細書 

令和 7年４月１日から令和８年３月３１日まで 

公益社団法人 東京都介護福祉士会 

 

令和７年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34条第３項に規

定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため作成しない。 

 

 



 

 

第２号議案 

監査報告に関する件 
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決算報告書

1日4月令和自

31日3月

7年

8年令和至

公益社団法人東京都介護福祉士会



公益社団法人　東京都介護福祉士会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 39,043 433 38,610
基本財産受取利息 38,743 133 38,610
基本財産受取配当金 300 300 0

受取会費 4,869,000 5,188,000 △ 319,000
正会員受取会費 4,768,000 5,075,000 △ 307,000
学卒特別会員受取会費 56,000 68,000 △ 12,000
賛助会員受取会費 45,000 45,000 0

事業収益 23,727,658 14,522,380 9,205,278
研修会費収益 4,220,260 6,538,760 △ 2,318,500
研修手数料収益 1,500 1,500 0
委託料収益 17,044,220 5,418,820 11,625,400
第三者評価事業収益 2,243,000 2,527,000 △ 284,000
協賛金収益 70,950 36,300 34,650
懇親会収益 147,728 0 147,728

受取寄付金 5,731,232 5,666,140 65,092
受取寄付金 499,092 434,000 65,092
受取寄付金振替額 5,232,140 5,232,140 0

雑収益 10,309 15,877 △ 5,568
受取利息 10,309 3,038 7,271
雑収益 0 12,839 △ 12,839

経常収益計 34,377,242 25,392,830 8,984,412
(2) 経常費用

事業費 23,323,284 21,169,413 2,153,871
給料手当 3,889,381 4,435,267 △ 545,886
法定福利費 720,239 674,801 45,438
旅費交通費 410,661 315,311 95,350
消耗品費 90,109 244,457 △ 154,348
事務用品費 93,754 138,340 △ 44,586
図書教育費 341,080 165,660 175,420
リース料 1,249,940 1,123,513 126,427
会議費 33,782 20,455 13,327
印刷製本費 1,035,766 705,587 330,179
光熱水料費 226,407 206,331 20,076
保険料 12,602 0 12,602
諸謝金 9,363,916 7,185,139 2,178,777
支払手数料 150,220 601,157 △ 450,937
管理費 333,480 333,480 0
会場利用料 645,408 212,310 433,098
通信運搬費 1,210,914 1,161,644 49,270
委託費 3,225,652 3,161,525 64,127
租税公課 0 263,900 △ 263,900
減価償却費 289,973 220,536 69,437

管理費 1,170,933 1,530,192 △ 359,259
給料手当 178,648 233,439 △ 54,791
法定福利費 37,907 35,512 2,395
旅費交通費 11,989 38,175 △ 26,186
消耗品費 973 12,683 △ 11,710
事務用品費 4,934 7,282 △ 2,348
会議費 21 934 △ 913
印刷製本費 101 139,170 △ 139,069
光熱水料費 11,916 10,860 1,056
保険料 0 41,200 △ 41,200
諸謝金 17,650 43,500 △ 25,850
支払手数料 3,435 5,923 △ 2,488
会場利用料 656 32,620 △ 31,964
雑費 0 14,070 △ 14,070
通信運搬費 27,024 18,632 8,392
渉外費 29,000 5,000 24,000
顧問料 599,500 585,960 13,540
委託費 105,517 189,058 △ 83,541

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで



公益社団法人　東京都介護福祉士会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで

租税公課 126,400 104,570 21,830
減価償却費 15,262 11,604 3,658

経常費用計 24,494,217 22,699,605 1,794,612
評価損益等調整前当期経常増減額 9,883,025 2,693,225 7,189,800
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 9,883,025 2,693,225 7,189,800

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 9,883,025 2,693,225 7,189,800
一般正味財産期首残高 3,183,946 490,721 2,693,225
一般正味財産期末残高 13,066,971 3,183,946 9,883,025

Ⅱ  指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 △ 5,232,140 △ 5,232,140 0
一般正味財産への振替額 △ 5,232,140 △ 5,232,140 0
当期指定正味財産増減額 △ 5,232,140 △ 5,232,140 0
指定正味財産期首残高 24,741,459 29,973,599 △ 5,232,140
指定正味財産期末残高 19,509,319 24,741,459 △ 5,232,140

Ⅲ  正味財産期末残高 32,576,290 27,925,405 4,650,885



公益社団法人　東京都介護福祉士会
（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 差　異
Ⅰ  一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
(1) 経常収益

基本財産運用益 5,300 39,043 △ 33,743
基本財産受取利息 5,000 38,743 △ 33,743
基本財産受取配当金 300 300 0

受取会費 4,355,000 4,869,000 △ 514,000
正会員受取会費 4,250,000 4,768,000 △ 518,000
学卒特別会員受取会費 60,000 56,000 4,000
賛助会員受取会費 45,000 45,000 0

事業収益 19,882,000 23,727,658 △ 3,845,658
研修会費収益 4,860,000 4,220,260 639,740
研修手数料収益 0 1,500 △ 1,500
委託料収益 11,650,000 17,044,220 △ 5,394,220
第三者評価事業収益 3,300,000 2,243,000 1,057,000
協賛金収益 72,000 70,950 1,050
懇親会収益 0 147,728 △ 147,728

受取寄付金 632,140 5,731,232 △ 5,099,092
受取寄付金 411,607 499,092 △ 87,485
受取寄付金振替額 220,533 5,232,140 △ 5,011,607

雑収益 500 10,309 △ 9,809
受取利息 500 10,309 △ 9,809

経常収益計 24,874,940 34,377,242 △ 9,502,302
(2) 経常費用

事業費 24,904,643 23,323,284 1,581,359
給料手当 4,437,640 3,889,381 548,259
臨時雇賃金 528,000 0 528,000
法定福利費 615,600 720,239 △ 104,639
旅費交通費 340,000 410,661 △ 70,661
消耗品費 38,000 90,109 △ 52,109
事務用品費 95,000 93,754 1,246
図書教育費 70,000 341,080 △ 271,080
リース料 1,111,440 1,249,940 △ 138,500
会議費 20,000 33,782 △ 13,782
印刷製本費 580,000 1,035,766 △ 455,766
光熱水料費 209,000 226,407 △ 17,407
保険料 0 12,602 △ 12,602
諸謝金 9,609,000 9,363,916 245,084
支払手数料 155,000 150,220 4,780
管理費 333,480 333,480 0
会場利用料 526,700 645,408 △ 118,708
通信運搬費 1,342,800 1,210,914 131,886
委託費 4,672,450 3,225,652 1,446,798
減価償却費 220,533 289,973 △ 69,440

管理費 1,489,567 1,170,933 318,634
給料手当 233,560 178,648 54,912
法定福利費 32,400 37,907 △ 5,507
旅費交通費 10,000 11,989 △ 1,989
消耗品費 2,000 973 1,027
事務用品費 5,000 4,934 66
会議費 0 21 △ 21
印刷製本費 150,000 101 149,899
光熱水料費 11,000 11,916 △ 916
諸謝金 0 17,650 △ 17,650
支払手数料 5,000 3,435 1,565
会場利用料 0 656 △ 656
通信運搬費 76,000 27,024 48,976
渉外費 5,000 29,000 △ 24,000
顧問料 583,000 599,500 △ 16,500
委託費 265,000 105,517 159,483
租税公課 100,000 126,400 △ 26,400
減価償却費 11,607 15,262 △ 3,655

経常費用計 26,394,210 24,494,217 1,899,993

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで



公益社団法人　東京都介護福祉士会
（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 差　異

令和 7年 4月 1日から令和 8年 3月31日まで

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,519,270 9,883,025 △ 11,402,295
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 △ 1,519,270 9,883,025 △ 11,402,295

２．経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 1,519,270 9,883,025 △ 11,402,295
一般正味財産期首残高 0 3,183,946 △ 3,183,946
一般正味財産期末残高 △ 1,519,270 13,066,971 △ 14,586,241

Ⅱ  指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額 232,140 △ 5,232,140 5,464,280
一般正味財産への振替額 232,140 △ 5,232,140 5,464,280
当期指定正味財産増減額 232,140 △ 5,232,140 5,464,280
指定正味財産期首残高 0 24,741,459 △ 24,741,459
指定正味財産期末残高 232,140 19,509,319 △ 19,277,179

Ⅲ  正味財産期末残高 △ 1,287,130 32,576,290 △ 33,863,420



公益社団法人　東京都介護福祉士会
（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ  資産の部
１．流動資産

現金預金 3,530,965 6,548,365 △ 3,017,400
未収金 13,340,670 105,000 13,235,670
前払金 54,000 330,110 △ 276,110

流動資産合計 16,925,635 6,983,475 9,942,160
２．固定資産
(1) 基本財産

基本財産 12,078,915 17,078,915 △ 5,000,000
基本財産合計 12,078,915 17,078,915 △ 5,000,000

(2) 特定資産
特定資産 7,555,991 7,662,544 △ 106,553

特定資産合計 7,555,991 7,662,544 △ 106,553
(3) その他固定資産

その他固定資産 10,000 10,000 0
その他固定資産合計 10,000 10,000 0
固定資産合計 19,644,906 24,751,459 △ 5,106,553
資産合計 36,570,541 31,734,934 4,835,607

Ⅱ  負債の部
１．流動負債

未払費用 3,714,891 2,853,927 860,964
前受会費 5,000 0 5,000
預り金 274,360 691,702 △ 417,342
未払消費税等 0 263,900 △ 263,900

流動負債合計 3,994,251 3,809,529 184,722
負債合計 3,994,251 3,809,529 184,722

Ⅲ  正味財産の部
１．指定正味財産

指定正味財産合計 19,509,319 24,741,459 △ 5,232,140
（うち基本財産への充当額） 12,078,915 17,078,915 △ 5,000,000
（うち特定資産への充当額） 7,555,991 7,662,544 △ 106,553

２．一般正味財産 13,066,971 3,183,946 9,883,025
正味財産合計 32,576,290 27,925,405 4,650,885
負債及び正味財産合計 36,570,541 31,734,934 4,835,607

令和 8年 3月31日現在



1.重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却方法

建物、ソフトウェア 定額法による減価償却を実施している。

建物付属設備、工具・器具・備品 定率法による減価償却を実施している。

(2)リース取引の処理方法

(3)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式による。

2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位:円)

科目 前期末残高 当期末残高

基本財産

定期預金 10,000,000 5,000,000 
土地 7,078,915 7,078,915 

小計 17,078,915 12,078,915 
特定資産

建物 7,655,672 7,423,532 
建物付属設備 3 3 
工具・器具・備品 6,869 132,456 

小計 7,662,544 7,555,991 
合　　　計 24,741,459 19,634,906 

3.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円)

科目 当期末残高 (うち負債に対応する額)

基本財産

定期預金 5,000,000 (0) 
土地 7,078,915 (0) 

小計 12,078,915 (0) 
特定資産

建物 7,423,532 (0) 
建物付属設備 3 (0) 
工具・器具・備品 132,456 (0) 

小計 7,555,991 (0) 
合　　　計 19,634,906 (0) 

(3) (0) 

(132,456) (0) 

(7,555,991) (0) 

(19,634,906) (0) 

(12,078,915) (0) 

(7,423,532) (0) 

(5,000,000) (0) 

(7,078,915) (0) 

5,198,682 10,305,235 

(うち指定正味財産からの充当額) (うち一般正味財産からの充当額)

0 0 

198,682 73,095 

198,682 305,235 

5,000,000 10,000,000 

0 232,140 

5,000,000 10,000,000 

0 0 

令和 8年 3月31日現在

リース物件の所有者が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸
借取引にかかる方法に準じた会計処理によっている。

当期増加額 当期減少額



4.固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科目

建物

建物付属設備

工具・器具・備品

合　　　計

5.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

1. 基本財産及び特定資産の明細

令和 8年 3月31日現在

基本財産及び特定資産の明細については「財務諸表に対する注記　2.基本財産及び特定資産の増減額及びその残
高」に記載している。

　　基本財産取崩による振替額 10,000,000

　　減価償却費計上による振替額 305,235

合　　　計 10,305,235

経常収益への振替額

2,989,650 2,989,647 3 

730,567 598,111 132,456 
15,327,243 7,771,252 7,555,991 

内　　容 金　　額

11,607,026 4,183,494 7,423,532 

取得価額 減価償却累計額 当期末残高



（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　　額

(流動資産)
現金預金 手元保管 運転資金として 15,914

普通預金 2,512,057
  みずほ銀行・錦糸町支店　2048264 運転資金として 125,904
  みずほ銀行・錦糸町支店　2048272 運転資金として 1,809,811
  みずほ銀行・錦糸町支店　2048280 運転資金として 367,064
  三井住友銀行・錦糸町支店　6733097 運転資金として 97,519
  江東信用金庫・本店　2141448 運転資金として 65,096
  朝日信用金庫・猿江支店　0162130 運転資金として 4,077
  ゆうちょ銀行　10160-83670261 運転資金として 42,586
郵便振替 1,002,994
  ゆうちょ銀行　00100-3-765171 運転資金として 1,002,994

未収金 13,340,670
受取会費 公益目的事業及び管理目的の業務に関する未収入金 80,000
研修事業委託 13,168,870
介護認定審査会寄付金 18,000
研修チラシ便乗代 36,300
講師派遣 37,500

前払金 54,000
地域ブロック活動費 公益目的事業に関する前払金 54,000

16,925,635

(固定資産)
  基本財産

基本財産 12,078,915
定期預金江東信用組合・本店　2114831 公益目的事業に関する保有財産 5,000,000
土地 公益目的事業及び管理目的の業務に関する保有財産 7,078,915

  特定資産
特定資産 7,555,991

建物 公益目的事業及び管理目的の業務に関する保有財産 7,423,532
建物付属設備 公益目的事業及び管理目的の業務に関する保有財産 3
工具・器具・備品 公益目的事業及び管理目的の業務に関する保有財産 132,456

  その他固定資産
その他固定資産 10,000

出資金 公益目的保有財産である（公益94.6％、法人5.4％） 10,000

19,644,906

36,570,541

(流動負債)
未払費用 3,714,891

諸謝金 公益目的事業に関する未払費用 1,820,841
委託費 公益目的事業及び管理目的の業務に関する未払費用 1,894,050

前受会費 5,000
前受会費 公益目的事業に関する前受会費 5,000

預り金 274,360
源泉所得税(報酬) 公益目的事業に関する預り金 201,047
源泉所得税(給与・士業/納期特例) 公益目的事業及び管理目的の業務に関する預り金 25,113
住民税 公益目的事業及び管理目的の業務に関する預り金 48,200

3,994,251

3,994,251

32,576,290

  流動資産合計

令和 8年 3月31日現在

公益社団法人　東京都介護福祉士会

貸借対照表科目

    正味財産

  固定資産合計

    資産合計

  流動負債合計

    負債合計



 

 

 

 

第３号議案 

 
令和８年度役員選任に関する件 



 

 

【任期】令和８年６月14日～令和10年定時社員総会終結の時まで 
 

改選前 改選後 

正会員理事 
 

正会員理事 
 

浦尾 和江 田園調布学園大学 鬼久保 真梨奈 社会福祉法人六三四 

小幡 真也 介護老人保健施設 フロリール調布 帯金 陽子 文京湯島高齢者在宅サービスセンター 

久保 吉丸 東京未来大学福祉保育専門学校 久保 吉丸 東京未来大学福祉保育専門学校 

蔵本 孝治 明治安田システム・テクノロジー

株式会社 

蔵本 孝治 明治安田システム・テクノロジー

株式会社 

小林 秀行 特別養護老人ホーム 高ケ坂ひかり苑 小林 秀行 特別養護老人ホーム 高ケ坂ひかり苑 

佐々木 宰 認知症介護研究・研修東京センター 永嶋 昌樹 日本社会事業大学 

品川 智則 東京 YMCA 医療福祉専門学校 長谷部 裕美 ビーサイドユー株式会社 

永嶋 昌樹 日本社会事業大学 望月 太敦 杉並区立重症心身障害児通所施設わか

ば 

西村 圭司 東洋大学 外部理事  

初貝 幸江 東京都介護福祉士会 
大久保 佳代 東京都社会福祉協議会 

東京都高齢者福祉施設協議会 

宮里 裕子 日本福祉教育専門学校 小野 真弓 神奈川県介護福祉士会 

 

望月 太敦 
杉並区立重症心身障害児通所施設

わかば 

熊木 佐知男 埼玉県介護福祉士会 

外部理事 

 
八子 久美子 介護福祉士養成施設協会 東京部会 

大久保 佳世 東京都社会福祉協議会 

東京都高齢者福祉施設協議会 監事 
 

八子 久美子 介護福祉士養成施設協会 東京部会 西岡 修 社会福祉法人白十字会 白十字ホーム 

監事 
 牧野 裕美 株式会社ケアサービスひかり 

池田 静香 聖徳大学   

西岡 修 社会福祉法人白十字会 白十字ホーム   
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